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１．課題を取り上げた背景 

 現在、国有林の管理は、管轄する森林官等が巡視等で把握している実

態にあります。近年、各地で無人航空機（以下、「UAV」）による森林管理

の試みが行われており、その中で回転翼型 UAV による森林蓄積等の各種

実証が進められているものの、広大な森林を効率的かつ高精度に把握す

るためにはさらに高い技術が求められています。 

２．取り組みの経過 

今回使用した UAV の機体は広範囲の調査が可能な飛行機型ですが、従

来からある離着陸に広い空間が必要な機体と異なり、オスプレイのよう

に垂直離着陸（以下「VTOL 型 UAV」

(図 1)）です。これと植物の活性度を

示す正規化植生指数（以下、「NDVI」）

の情報が得られるマルチスペクトル

カメラ（以下、「MS カメラ」）を用い

て、令和２年４月から１１月までの

間に愛知県設楽町の段戸国有林段戸

裏谷原生林で病虫等被害木の調査を

行いました。   

VTOL 型 UAV の操作は、国土地理院の基盤地図情報数値標高モデルを用

いて対地高度 145m(地上分解能 10cm/px)程度となるよう飛行経路を作成

し、自動航行で行いました。 

また、MS カメラは、複数の波長の光を区別して記録することの出来る

カメラで、光合成している樹木が赤

色の光を吸収し、近赤外線を反射す

る特徴を利用して、NDVI を算出しま

した。   

次に NDVI の変化が著しい樹木に

ついて地上調査により個々の樹木状

態を観察しました。また、これらの

情報を、インターネット上に地図閲

覧システム(Web GIS) (図 2)を構築することで、組織を超えた情報共有を

可能にしました。 

３．結果 

VTOL 型 UAV は、地形データに従って飛行することが出来たため、1 回

（約２０分）の飛行で 46ha 以上の調査を可能にし、回転翼型 UAV に比べ

数倍の面積の調査を達成しました。 

また、時期の異なる NDVI の情報を比較しストレス状態にある樹木を特

定し、地上調査を行った結果、NDVI が著しく減少した樹木は枯死木また

は何らかのストレスを受けていることが確認できました。 

なお、これらの取り組みはマスコミを通じて広く地域へ紹介する

ことが出来ました。 

（中日新聞 YouTube https://youtu.be/e9Dt3KjEA20） 

４．考察 

今回使用した VTOL 型 UAV は、狭い空間から離着陸が出来、従来からの

巡視による調査能力をはるかに超えるものであること、また、MS カメラ

でNDVIの変化を調査することで病虫等被害木のスクリーニングが早期に

高い確度で出来たことから、今後さらに運用面での課題を整理すること

で効率化かつ高度化が図られた新たな森林管理に繋げられると考えられ

ます。                                                        

図 2. WebGIS画面および QRコード 

図 1. スイス製 VTOL型無人航空機 

https://youtu.be/e9Dt3KjEA20

